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国際農業ジャーナリスト連盟（IFAJ）の

第51回世界大会が本年９月17日から23日ま

で日本で開催された。

IFAJは1948年にイギリスで発足し，現

在およそ35か国の農業ジャーナリスト組織

が加盟しており，会員総数は約5,000名，

その約７割を欧米諸国が占めている。

今回の日本大会はアジアで初めて開催さ

れる世界大会でもあり，アジアモンスーン

地帯に位置し，水田を基盤とする日本農業

の実情とその多面的価値，豊かな食文化等

への理解を深めてもらうとともに，広く海

外に発信してもらうことを主要なテーマと

している。

日本大会には，欧米を中心に25か国・地

域から約190名が参加した。大会日程の前

半は，東京及び首都圏において視察や取材，

東京農業大学での交流会などが開催され

た。３日目以降は，東北地方を３コースに

分け，水田，肉牛，酪農等の生産現場の取

材等が行われ，仙台市での国際シンポジウ

ムをもって大会は最終日を迎えた。

大会の終わりに際して，JAグループ

（全中，全農，共済連，農林中金）の広報部

門は共同で，日本の農業，食料についての

アンケート調査を行い，132名の方から貴

重な回答を頂いた。回答者は数名のアジア

からの参加者を除いて，ほとんどが欧米の

参加者であった。

畑作と畜産を中心とする欧米の農業と大

きく異なる日本農業を，大会に参加したジ

ャーナリストがどのように見たのか，アン

ケートの結果を通して以下で紹介したい。

「世界的な人口増や中国，インドなどの

所得上昇に伴う食料需要の増加に対して，

外国人ジャーナリストが見た日本の「食」と「農」
―― IFAJ日本大会参加者へのアンケート調査の概要――

１　IFAJと日本大会について

第1図　将来的な食料供給について 
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今後世界の食料

供給に問題はな

いか」という最

初の質問に対し

ては， 6 7名が

「問題がある」，

25名が「わから

ない」，29名が

「問題ない」とする回答であった（第１図）。

（以下，各質問の回答総数は空白等もある

ため，それぞれ若干ばらつきがある。）

「問題がある」とする参加者の割合が

55％と半分を上回ったが，その理由として

は地球環境問題と関連した気候変動，水不

足，土壌悪化・農地不足等により供給制約

が強まっているという点に集中していた。

なかでも近年の「気候変動」を不安視する

回答が目立ち，世界的にその深刻さが実感

されている様子がうかがえる。とりわけ，

06年，07年と深刻な干ばつ被害を受けたオ

ーストラリアの参加者が，｢気候変動｣に強

い懸念を示していたのは印象的であった。

また，食料供給の不安定性の高まりとと

もに，需要は世界人口の増加，中国，イン

ドなどの経済発展，バイオ燃料向けの穀物

消費等から長期的に拡大するとの見通しが

一般的だった。将来的な食料需要の増大に

対して供給が十分に保証されない時代にあ

って，農産物価格の上昇圧力は続き，低所

得国がそのしわ寄せを最も受けることを懸

念する回答が多かった。

一方，食料供給の将来について「問題な

い」とする楽観的な見方は，主に技術革新，
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遺伝子組み換え作物（GMO）等による食料

増産に期待を寄せるものだった。

ちなみに，内閣府が日本人成年男女に対

して行った将来の食料供給についての調査

をみると，「不安を感じる」人の割合が

年々じりじりと上昇している（第１表）。

06年の調査では「不安が非常にある」

「ある程度不安がある」を合わせと約８割

弱の国民が将来の食料供給に不安を感じて

いる。日本の場合，食料自給率が極端に低

いだけに，海外のアンケート回答者よりも

食料供給に対する不安の根は深いとみられ

る。

食料自給率についての質問では，まず自

国の食料自給率を「知っているどうか」に

ついて聞いたところ，「知っている」と回

答したのは77名，「知らない」と回答した

のは48名だった。

農業ジャーナリストが自国の食料自給率

を知らない割合が相当高いのは意外な結果

にみえるが，これは国によってはFAOの

「Food Balance Sheet」をベースとする食

（単位　％）
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資料　内閣府「食料の供給に関する特別世論調査」（２００６年１２月）              
（注）　全国２０歳以上の３，０００人を対象，うち有効回収数１，７２７人（回収率５７．６％）。    

第1表　我が国の将来の食料供給について 
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３　食料自給率について



料全体の自給率という概念が一般的でない

ことが大きく影響していると考えられる。

例えば，カナダの参加者は「カナダでは

食料トータルの自給率は計算せず（筆者

注･･･実際にはある），品目ごとに計算して

いる」，またスウェーデン，フィンランド

などの参加者からも同様のコメントがあっ

た。

次に自国の食料自給率についての評価で

は，自給率の高い欧米の参加者が中心であ

ることもあり，80名（割合で64％）が「十

分である」と回答している。これに対して

「低い」と回答したのが23名で，国別では

スカンジナビア３か国とスイスに集中して
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いた（第２図）。欧米諸国の食料自給率（熱

量ベース）をみると，オーストラリア，カ

ナダ，米国など新大陸諸国で非常に高く，

欧州でもフランスの122％を筆頭に，ドイ

ツ，イギリスなど相当人口の大きな国でも

70～80％台を維持している。また，国土に

占める山岳地帯の割合が高く，人口も740

万人程度と小規模なスイスは，欧州で最も

自給率の低い国のひとつだが，それでも

49％と日本より10ポイントも高い水準にあ

る（第３図）。

こうした海外諸国からみると日本の自給

率が非常に低くみえるのは当然のことであ

ろう。85名の回答者（割合で67％）が日本

の自給率を「低い」とみており，「十分で

ある」の16名，「どちらともいえない」の

25名を圧倒している（同第２図）。「十分で

ある」という回答は，自由貿易体制の中で

日本の食料供給は大丈夫とする考え方が主

であった。

農業保護政策については，それぞれの国

の主要な農業保護の対象となっている農業

分野についての意見を，以下の３つから１

つ選んでもらった（ここでの農業保護政策

には，貿易歪曲的でないとされる農業分野に

対する助成を含める）。

①いま保護している農業分野は，今後国

際競争に耐えられるよう自らの努力で

低コスト化・体質強化を図り，将来は

日本 

１００ 
（％） 

８０ ６０ ４０ ２０ ０ 

第2図　自国及び日本の食料自給率に 
ついての評価         
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第3図　主要先進国の食料自給率の比較 
（２００３年，熱量ベース） 
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保護をやめるべきである。

②その分野は自然条件や地理条件上，他

国に比べ不利である以上，同一条件で

他国と競争することは不平等であり，

何らかのハンディキャップが認められ

るべきである。

③その分野は自然条件や地理条件上，他

国に比べ不利である以上，同一条件で

他国と競争することは困難であり，他

国に委ねることが合理的である。

回答結果は，①が25名，②が75名，③が

８名であった。７割近い回答者が，②の何

からの形で農業保護の存続を認める立場に

理解を示した。

また，①を選択した人のほとんど，③を

選択したすべてが欧州からの参加者であっ

たのは非常に興味深い結果であった。欧州

の場合，一国ベースではなくEUの枠組み

で農業保護の調整を行う意識が浸透してい

るためといえよう。

次に日本の食品についての評価と輸出の

可能性について質問した。

（１） 食品購入の選択基準

食品購入の選択基準について重視する項

目では（３つまでの複数回答），「価格」と

「おいしさ」が同数で最多の77名，割合で

58％を占めた。続いて「新鮮さ」が67名
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（51％），「国産品」と「健康によい」が59

名（45％）と高い優先項目であった（第４

図）。

日本人に対する類似調査としては，農林

漁業金融公庫の「平成14年度第１回調査食

品表示に関するアンケート」があるが，こ

こでは（２つまでの複数回答）「安全性」

（63.6％），「おいしさ」（54.3％），「価格」

（50.2％）の順であった（以下，「栄養素」

（14.5％），「量や大きさ」（5.5％），「ブランド」

（4 .5％），「カロリー」（3 .0％），「話題性」

（2.1％），「簡便性」（1.2％））。

回答項目が異なるため比較は難しいが，

日本の消費者に比べると欧米人を中心とす

る本アンケートの回答者は「価格志向」が

より強いように考えられる。

（２） 日本の食品の評価

日本の食品については，「おいしさ」「安

全性」についてはそれぞれ７割以上の人が

「非常によい」「ある程度よい」と高い評価

であった（第５図）。価格についても「少

し高い」との評価がある一方，「普通」「ま

あ安い」「安い」が66％を占め，日本の食

品の価格的な割高さは比較的小さい。

価格 
おいしさ 
メーカー・生産者 
新鮮さ 
GMO製品かどうか 
外観やパッケージ 
国産品かどうか 
健康によいかどうか 
食物の表示内容 

００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ 

第4図　食料購入の基準について 
　（最大３項目まで回答） 

５ 「おいしさ」と「安全性」

で評価される日本の食品

と高い輸出可能性



特に「霜降り牛肉，まぐろ，米」につい

ての感想を求めたところ，いずれの食品も

総じて好評だったが，食文化の違いからか

霜降り和牛は「脂分が多過ぎる」という意

見が散見された。

（３） 日本の食品の輸出可能性

日本の食品の輸出可能性については，

「ある」との回答が86名（65％）と非常に

多く，これに対して「出来ない」（19名），

「わからない」（27名）は少数派であった。

輸出が有望な食品としては，「日本酒」
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「米」「まぐろ・海産物」｢和牛｣の評価が特

に高かった。これに続いて，「味噌」「醤油」

「りんご・さくらんぼ・果樹」「日本茶」

「野菜」等の人気が高かった。また，包装

や見た目の美しさの点で，日本の食品を評

価する意見もあった。

また，輸出は「出来ない」とする理由は

「値段が高すぎる」「食文化・味覚の違い」

等の指摘があった。一部の欧米人には日本

食は健康的だが「味がない」（tasteless）と

感じる人もいるようだ。

日本農業について自由な感想をお願いし

たところ，多くの意見を頂いた。以下で主

なものを紹介したい。

・「日本の農民は自らの伝統をとても大切にして

いる。価値観を維持しながら効率性をもっと高

めるべき」（オランダ）

・「なぜ自給率が40％の日本で農家が減反しなけ

ればならないのか理解できない。どの政府も自

国民を養う食料生産の機会が与えられるべき，

また政府はその義務を負っている」（ノルウェ

ー）

・「小規模農家が文化を維持している。農業にお

ける米の地位が高く，社会にとっても重要。日

本社会の文化水準はこれまで私がみたなかで最

高である」（スイス）

・「政府は農家，特に小規模農家が生活出来るよ

うに支援しなくてはいけない。農民は安全な食

料を生産するだけでなく，農村の景観を美しく

する点でも重要である」（オーストリア）

第5図　日本の食品への評価 
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６　日本農業について



・「文化と農業の共存を目標とすることをやめる

べきできない」（ノルウェー）

・「小規模で効率性は高くないが，流通は組織さ

れており新鮮な農産物が提供されている」（フ

ィンランド）

・「日本の若者が農業をしないのはとても残念だ」

（スウェーデン）

・「減反ではなく，有機米生産に政府助成を行う

べき」（デンマーク）

・「最高レベルの品質は，農民の協同が最重要な

手段となっている」（チェコ）

・「日本の小規模農業の文化的，環境的，経済的

役割は興味深かった」（イギリス）

・「農民はプライドを持って働き，良い農産物を

生産することを自らの責務としている」（アイ

ルランド）

・「日本は和牛や米のような個性ある農産物と地

域産業を結びつけるなら，世界的な産品を生み

出しうる」（ドイツ）

・「米への依存の高さに驚いたが，米が日本の文

化にとっていかに大切か分かった」（アメリカ）

・「米生産が経済的効率だけでなく，文化，社会，

環境面で重要であるという日本の立場について

より共感できるようになった」（オーストラリア）
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畑作と畜産を基盤とする欧米の農業から

すと，やはり日本の農業は「小規模，膨大

な農業者数，担い手の高齢化，米依存の高

さ」が共通の印象としてある一方で，今回

多くの参加者が水田を基盤とする日本農業

の多面的性格に理解，共感を深めてくれた

ことがうかがえる。

今回のアンケートでは，最後に産業とし

ての「農業」の将来について，自由な意見

を記入してもらった。以下に主なものを紹

介したい。

・「小規模でも機能的な農業は生き残る，健康的

な食料，有機農業を促進すべき」（フィンラン

ド）

・「欧米では安い食料の時代はまもなく終わる。

農業の将来は明るい」（フィンランド）

・「どの国も自国民のために食料を生産する責任

がある。農業は自動車や裁縫針の生産とは違う」

（ノルウェー）

・「多国籍企業に対抗をしていくには，地元の人

が欲しがるものを適正な価格で供給していくべ

き」（フィンランド）

・「品質と顧客の信頼が最も大切なこと」（オー

ストリア）

・「農民の高齢化と若者の農業への関心の無さが

農業の課題。消費者にとってはGMOが大きな

問題」（オーストラリア）

・「市場の自由化・開放とともにマーケティング

の役割が一層重要になる」（スイス）

おわりに

―産業としての｢農業｣の将来について―

GPSを利用した無人田植え機を視察する参加者
(宮城県大崎市古川農業試験場にて)
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・「国際的な農民の連携が弱まっている，反対に

農業関連企業の力は増大している」(イギリス)

・「『身土不二』，トレーサビリテイ，農業の多面

的機能が重要」（台湾）

・「地域が独自の文化や伝統，安定を求めるため

に，『地産地消』はいい方法だ」（カナダ）

・「カナダでは小規模家族農業では生活できなく

なっている。若い人が就農しないと，農業は産

業でなくなる」（カナダ）

・「世界に食料を供給するためには，GMO，農

薬，テクノロジーの科学的利用を目指すべきだ」

（アメリカ）

・「それぞれの社会にとりかけがえのない伝統を

守りつつ，共に貿易を伸ばす方法をみつけなけ

ればならない」（アメリカ）

・「重要なことは寛容さをもって，それぞれの文

化と制約条件を理解することである。人々が飢

えることのないように，様々な生産様式がある

べき」（アメリカ）

今回の日本大会開催は，海外のジャーナ

リストが直接日本農業に接することで，日

本の市民や農業者との相互理解は確実に一

歩前進したといえよう。

また，大会に参加されたジャーナリスト

の方々からは，これからの日本農業にとっ

て非常に貴重なご意見を寄せて頂いたこと

に対して，この場を借りて深く謝意を表し

たい。

（主任研究員　室屋有宏・むろやありひろ）

〈 頒布取扱方法 〉 
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